
神栖市の経済動向調査 
 

図 1 は、2018 年の市内産業の構成割合を示したものである。これを見ると「2 次産業」が 74.5％を占

め、茨城県や全国よりも割合が大きいことが分かる。その「2 次産業」においては鹿島臨海工業地帯を有

しているため、図 2-1 のとおり茨城県や全国よりも化学や石油・石炭製品の割合が非常に多い。同様に、

図 2-2 のとおり 3 次産業において電気業や運輸・郵便業の割合が突出して多いことが分かる。 

 図 3 では企業数の割合比較、図 4・図 5 では 2009 年から 2016 年までの市内事業所数と従業者数の推

移であり、どちらも減少傾向にある事が分かる。 

 図 6 は 2018 年における生産額を移輸出入カラーで示したものであり、プラスの産業は赤色でマイナ

スの産業は青色で示される。これを見ると「化学」や「食料品」・「電気業」をはじめプラスの業種が多

いことが分かる。 

 図 7-1、図 7-2 では神栖市を訪れた交流人口を示したものである。これを見ると平日よりも休日の方

が県外から訪れる人口が少ないことから、仕事目的の来訪者が多く観光を目的とする来訪者は少ないも

のと想定される。また、図 8-1、図 8-2 では、ホテルの利用者が多いことから上記と同様のことが想定

される。ただし、その中にあっても息栖神社やゴルフ場、海水浴、キャンプ、スポーツ合宿などを目的

とした来訪者が多いことから、観光資源の活用による地域経済活性化も期待できる。 

 

I. 神栖市の産業構造と生産分析 

(図 1)【神栖市内の産業構成割合】（生産額（総額））2018 年 
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【産業ごとの割合】  

(図 2-1)＜２次産業＞ 2018 年 
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(図 2-2)＜3 次産業＞ 2018 年 
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(図 3)【神栖市内における企業数の割合】 2016 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図 4)【神栖市内の事業所数の推移】2009 年～2016 年 
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(図 5)【神栖市内事業所における従業者数の推移】2009 年～2016 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図 6)【神栖市における移輸出入収支】2018 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



II. 神栖市の交流人口 

滞在人口の地域別構成割合 2023 年 対象年齢（15 歳以上 80 歳未満） 

(図 7-1)【平日】滞在人口合計：82,909 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図 7-2)【休日】滞在人口合計：76,634 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神栖市内の観光に係る目的地分析 2023 年 

(図 8-1)【平日】 

 

(図 8-2)【休日】 
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